
　

元
日
夕

刻
、
大
き
な

揺
れ
で
テ
レ

ビ
を
つ
け

た
。
珠
洲
は
定
点
カ
メ
ラ
の
映

像
が
続
い
た
。
輪
島
火
災
で
は

放
水
は
夜
通
し
2
本
だ
け
だ
っ

た
。
輪
島
市
・
珠
洲
市
住
民
の

半
数
が
避
難
し
、
状
況
不
明
の

孤
立
集
落
も
あ
る
。
キ
ー
ウ
の

ミ
サ
イ
ル
被
弾
は
お
茶
の
間
で

リ
ア
ル
タ
イ
ム
に
放
送
さ
れ
て

い
る
が
、
情
報
収
集
は
ど
う

な
っ
て
い
る
の
か
▼
輪
島
は
2

0
0
棟
以
上
焼
け
落
ち
た
。
能

登
の
倒
壊
家
屋
の
下
に
は
ま
だ

人
が
い
る
。
有
事
対
応
が
実
に

遅
い
。
地
政
学
的
問
題
は
既
知

で
あ
る
。
翌
日
、
地
震
対
応
で

出
動
し
た
海
上
保
安
機
に
日
本

航
空
機
が
衝
突
し
た
。
有
事
が

平
時
と
区
別
さ
れ
ず
対
応
さ
れ

て
い
る
▼
国
立
社
会
保
障
・
人

口
問
題
研
究
所
は
「
2
1
0
0

年
人
口
6
0
0
0
万
人
社
会
到

来
」
を
公
表
し
た
。
人
口
戦
略

会
議
は
「
安
定
的
で
成
長
力
の

あ
る
8
0
0
0
万
人
国
家
」
を

提
言
し
た
。
団
塊
世
代
出
生
時

を
念
頭
に
置
い
て
い
る
。
当
時

地
方
は
元
気
だ
っ
た
▼
大
都
市

以
外
で
人
口
減
少
は
続
き
、
過

疎
が
加
速
し
て
い
る
。
有
事
に

見
放
さ
れ
た
土
地
で
の
生
活
は

不
安
で
あ
る
。
ミ
サ
イ
ル
落
下

や
他
国
の
侵
入
が
あ
っ
て
も
把

握
さ
れ
ず
、
無
人
な
ら
現
地
の

報
告
も
入
ら
な
い
。40
数
年
前
、

北
陸
沿
岸
で
拉
致
被
害
が
繰
り

返
さ
れ
た
▼
過
疎
地
に
こ
そ
国

土
強
靭
化
を
優
先
す
べ
き
だ
。

リ
モ
ー
ト
で
は
な
い
リ
ア
ル
な

医
療
、「
手
当
」
も
必
須
で
あ

る
。
こ
れ
ら
を
維
持
管
理
す
る

体
制
が
あ
れ
ば
、
経
済
は
回
り

地
方
再
生
に
つ
な
が
る
。
敵
基

地
攻
撃
能
力
よ
り
重
要
で
本
質

的
な
防
衛
力
で
あ
る
。 （
恭
仁
）

　
医
療
事
故
の
中

で
も
高
頻
度
で
発

生
す
る
転
倒
・
転

落
事
故
は
、
医
療

者
に
と
っ
て
大
き

な
悩
み
の
種
で
あ

る
。
転
倒
・
転
落
事
故
は
患
者

自
身
の
身
体
的
要
因
に
加
え
、

環
境
要
因
や
服
用
し
て
い
る
薬

剤
の
影
響
な
ど
極
め
て
多
彩
で

複
合
的
な
要
因
に
よ
っ
て
発
生

し
、
医
療
機
関
が
十
分
な
対
策

を
講
じ
た
と
し
て
も
完
全
に
防

ぐ
こ
と
が
で
き
な
い
事
故
で
あ

る
。
特
に
高
齢
者
は
老
年
症
候

群
に
よ
っ
て
そ
の
リ
ス
ク
が
高

く
、
骨
折
や
頭
蓋
内
出
血
な
ど

を
来
す
と
生
活
機
能
の
低
下
や

死
亡
に
つ
な
が
る
。
2
0
2
0

年
の
厚
生
労
働
省
の
人
口
動
態

統
計
か
ら
65
歳
以
上
の
高
齢
者

の
死
因
を
見
る
と
、
転
倒
・
転

落
に
よ
る
死
亡
者
数
は
交
通
事

故
に
よ
る
死
亡
者
数
の
約
4
倍

多
く
、
高
齢
者
に
と
っ
て
転

倒
・
転
落
事
故
は
日
常
的
な
出

来
事
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。

し
か
し
、
い
っ
た
ん
医
療
機
関

内
で
事
故
が
発
生
す
る
と
、
患

者
・
患
者
家
族
か
ら
医
療
機
関

の
管
理
責
任
を
問
わ
れ
、
紛
争

化
す
る
こ
と
が
多
い
現
状
が
あ

る
。
そ
こ
に
は
医
療
機
関
と
患

者
・
患
者
家
族
と
の
間
で
、
転

倒
・
転
落
事
故
を
完
全
に
防
ぐ

こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
や
医
療

現
場
の
人
的
制
限
が
あ
る
中
で

ス
タ
ッ
フ
が
患
者
一
人
ひ
と
り

に
付
き
き
り
で
対
応
で
き
る
わ

け
で
は
な
い
こ
と
な
ど
、
転

倒
・
転
落
事
故
や
現
場
の
状
況

に
関
す
る
情
報
共
有
と
相
互
理

解
が
不
十
分
で
あ
る
こ
と
が
背

景
に
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

　
民
事
訴
訟
に
お
い
て
も
、
医

療
現
場
の
実
情
に
即
し
て
い
る

と
は
思
え
な
い
判
決
が
下
さ
れ

る
こ
と
が
あ
る
。
日
本
医
療
安

全
学
会
や
日
本
転
倒
予
防
学
会

ら
が
23
年
11
月
に
発
表
し
た
共

同
声
明
「
介
護
・
医
療
現
場
に

お
け
る
転
倒
・
転
落
〜
実
情
と

展
望
〜
」
で
は
、
転
倒
・
転
落

事
故
に
つ
い
て
、
医
療
機
関
側

の
責
任
を
認
め
る
判
決
が
司
法

か
ら
相
次
い
で
示
さ
れ
て
い
る

と
し
、「
訴
訟
に
お
い
て
も
、

さ
ま
ざ
ま
な
制
約
下
で
行
わ
れ

る
現
実
の
医
療
・
介
護
現
場
の

実
情
を
踏
ま
え
て
判
断
す
る
こ

と
が
重
要
で
あ
り
、
想
像
上
の

理
想
的
な
医
療
・
介
護
現
場
を

基
に
判
断
が
な
さ
れ
る
こ
と

は
、
現
場
の
委
縮
・
混
乱
を
引

き
起
こ
し
、
ま
た
、
医
療
安
全

の
名
を
借
り
た
懲
罰
、
責
任
追

及
の
空
気
を
再
び
呼
び
起
こ
す

こ
と
と
な
る
た
め
、
現
に
慎
む

べ
き
で
あ
る
」と
述
べ
て
い
る
。

　
国
際
規
格
の
Ｉ
Ｓ
Ｏ
／
Ｉ
Ｅ

Ｃ
ガ
イ
ド
51
に
お
い
て
、「
安

全
」
と
は
「
許
容
で
き
な
い
リ

ス
ク
が
な
い
こ
と
」、
つ
ま
り

リ
ス
ク
を
許
容
で
き
る
ま
で
低

減
さ
せ
た
状
態
を
「
安
全
」
と

定
義
し
て
い
る
。
決
し
て
あ
ら

ゆ
る
危
険
を
取
り
除
い
た
「
絶

対
安
全
」
の
状
態
を
指
す
わ
け

で
は
な
く
、
転
倒
・
転
落
事
故

に
お
い
て
こ
の
よ
う
な
「
絶
対

安
全
」
の
状
況
は
存
在
し
な

い
。
医
療
者
は
今
後
も
患
者
の

「
安
全
」
の
た
め
に
で
き
る
限

り
の
努
力
を
続
け
て
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
一
方

で
、
法
曹
界
も
含
め
、
多
く
の

国
民
が
現
場
の
実
情
を
理
解

し
、
不
要
な
紛
争
が
な
く
な
る

こ
と
を
望
み
た
い
。

　
国
は
マ
イ
ナ
保
険
証
へ
の
移
行
に
向
け
、
今
年
12
月
2
日
に
健
康
保
険
証
を

廃
止
す
る
と
閣
議
決
定
し
た
。
医
療
現
場
で
期
待
さ
れ
る
の
は
、
デ
ジ
タ
ル
技

術
の
活
用
に
よ
っ
て
患
者
に
提
供
さ
れ
る
医
療
の
充
実
、
患
者
の
利
便
性
の
向

上
、
医
療
従
事
者
の
負
担
軽
減
に
つ
な
が
る
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
、
国
の
進

め
る
医
療
Ｄ
Ｘ
（
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
）
は
医
療
者
が
望

む
方
向
に
向
か
っ
て
い
る
の
か
。
協
会
は
医
療
情
報
の
連
携
が
「
患
者
の
た

め
」
に
な
さ
れ
る
よ
う
提
言
を
ま
と
め
た
。
協
会
が
求
め
る
医
療
情
報
共
有
の

仕
組
み
は
表
の
通
り
。
全
文
は
後
日
「
医
療
政
策
関
連
情
報
」
に
掲
載
す
る
。

高
齢
者
に
多
い
転
倒
・
転
落
事
故

不
要
な
紛
争
を
な
く
す
た
め
に
は

　
医
療
Ｄ
Ｘ
は
岸
田
政
権
の

「
新
し
い
資
本
主
義
」
政
策
の

柱
と
し
て
経
済
の
成
長
分
野
の

中
に
位
置
付
け
ら
れ
、
収
集
し

た
医
療
情
報
を
政
策
や
民
間
企

業
で
利
活
用
す
る
こ
と
に
重
点

が
置
か
れ
て
い
る
。
マ
イ
ナ

ポ
ー
タ
ル
を
経
由
し
た
医
療
情

報
は
患
者
自
ら
の
閲
覧
、
医
療

機
関
間
等
で
の
共
有
を
可
能
に

す
る
だ
け
で
は
な
い
。
国
は
民

間
企
業
で
の
ヘ
ル
ス
サ
ー
ビ
ス

開
発
に
よ
っ
て
経
済
成
長
を
図

り
、
同
時
に
個
人
の
行
動
変
容

や
民
間
の
健
康
商
品
活
用
に

よ
っ
て
公
的
医
療
費
の
抑
制
を

狙
う
。

　
診
療
報
酬
改
定
Ｄ
Ｘ
に
お
い

て
は
、「
共
通
算
定
モ
ジ
ュ
ー

ル
」
を
開
発
し
、
全
て
の
医
療

機
関
に
オ
ン
ラ
イ
ン
請
求
を
実

施
さ
せ
、
標
準
的
な
電
子
カ
ル

テ
を
実
装
さ
せ
た
上
で
、
レ
セ

コ
ン
と
電
子
カ
ル
テ
情
報
を
紐

付
け
て
診
療
報
酬
請
求
を
行
わ

せ
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
て
い

る
。
こ
れ
は
患
者
そ
れ
ぞ
れ
に

必
要
な
医
療
の
提
供
を
困
難
に

し
、
標
準
的
な
治
療
の
普
及
・

推
進
へ
と
つ
な
げ
、
包
括
点
数

化
を
大
き
く
後
押
し
す
る
危
険

性
が
あ
る
。

　
医
療
情
報
は
患
者
や
国
民
の

も
の
で
あ
る
。
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
個
人
情
報
保
護
の
規
制
緩

和
を
進
め
、「
公
益
」
を
金
看
板

に
民
間
営
利
企
業
の
医
療
情
報

利
活
用
を
推
進
す
る
こ
と
は
保

険
医
療
の
向
上
と
い
う
本
来
の

目
的
か
ら
逸
脱
す
る
。
そ
も
そ

も
国
の
進
め
る
医
療
Ｄ
Ｘ
に
は

医
療
情
報
の
利
活
用
の
視
点
ば

か
り
で
、
国
民
等
の
自
己
情
報

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
権
の
観
点
が
な

い
。
情
報
削
除
権
、
自
己
情
報

が
使
用
さ
れ
る
場
合
の
通
知
・

確
認
制
度
、
医
療
情
報
を
扱
う

者
へ
の
罰
則
規
定
強
化
等
の
基

準
が
な
い
。
少
な
く
と
も
、
患

者
自
身
が
医
療
情
報
を
提
供
す

る
・
し
な
い
を
選
択
し
判
断
で

き
る
仕
組
み
が
必
要
で
あ
る
。

　
医
療
情
報
の
共
有
は
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
制
度
を
使
わ
ず
と
も
、

被
保
険
者
番
号
で
可
能
で
あ

る
。
被
保
険
証
番
号
は
個
人
単

位
の
固
有
の
番
号
で
あ
り
、
保

険
者
の
変
更
が
あ
ろ
う
が
、
そ

の
ま
ま
一
生
涯
変
わ
ら
な
い
医

療
番
号
と
し
て
存
在
し
、
通
用

し
続
け
る
。
情
報
連
携
を
被
保

険
者
番
号
で
構
築
す
れ
ば
、
オ

ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認
の
義
務
化

や
保
険
証
廃
止
の
必
要
は
な

い
。
漢
字
の
揺
ら
ぎ
な
ど
の
制

度
設
計
の
問
題
が
指
摘
さ
れ
る

現
在
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
を

絡
め
ず
、
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
を
強

化
し
た
シ
ン
プ
ル
な
設
計
で
の

医
療
情
報
共
有
シ
ス
テ
ム
を
求

め
た
い
。

　
協
会
は
1
月
10
日
ま
で
に
、

「
京
都
府
感
染
症
予
防
計
画

﹇
中
間
案
﹈（
以
下
、
予
防
計

画
）」「
京
都
府
保
健
医
療
計
画

﹇
中
間
案
﹈（
以
下
、医
療
計
画
）」

の
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
京

都
府
へ
提
出
し
た
。
全
文
は
協

会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
。

　
府
の
予
防
計
画
に
は
今
回
の

コ
ロ
ナ
対
応
を
念
頭
に
、
病
床

数
、
発
熱
外
来
・
自
宅
療
養
者

の
医
療
を
提
供
す
る
機
関
数
な

ど
の
数
値
目
標
が
設
定
さ
れ

た
。
だ
が
、
コ
ロ
ナ
禍
に
確
保

で
き
た
病
床
数
の
実
績
で
設
定

さ
れ
た
値
で
は
十
分
で
は
な

い
。
府
の
第
6
波
か
ら
第
7
波

の
コ
ロ
ナ
死
亡
者
数
は 

1
3

4
0
人
。
う
ち
自
宅
療
養
者
は

57
人
、
施
設
死
亡
者
は
2
2
1

人
に
上
る
。
こ
れ
は
コ
ロ
ナ
受

入
病
院
以
外
で
の
死
亡
者
が
多

数
存
在
し
て
い
た
こ
と
を
示
し

て
お
り
、
病
床
数
が
不
足
し
て

い
た
事
実
も
示
唆
し
て
い
る
。

今
後
の
新
興
感
染
症
に
十
分
対

応
す
る
た
め
に
、
府
担
当
部
局

と
京
都
府
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
対
策
専
門
家
会
議
で

コ
ロ
ナ
対
応
の
総
括
の
速
や
か

な
実
施
を
求
め
る
。

　
国
は
コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
を
経

て
地
域
で
の
適
切
な
医
療
機
能

の
分
化
・
強
化
・
連
携
・
役
割

分
担
の
重
要
性
を
示
し
た
が
、

コ
ロ
ナ
禍
の
医
療
現
場
の
混
乱

は
医
療
機
関
間
の
役
割
分
担
を

徹
底
す
れ
ば
防
げ
た
も
の
で
は

な
く
、
圧
倒
的
な
医
療
資
源
不

足
に
よ
る
。
府
に
お
い
て
も
、

コ
ロ
ナ
禍
で
医
療
現
場
が
目
詰

ま
り
を
起
こ
し
た
。
府
は
地
域

医
療
構
想
や
医
師
偏
在
指
標
な

ど
、
コ
ロ
ナ
前
に
国
が
机
上
で

考
え
た
医
療
需
給
推
計
を
用
い

た
医
療
計
画
を
い
っ
た
ん
見
直

し
、
住
民
の
生
命
を
守
る
視
点

で
、
医
療
提
供
体
制
の
拡
充
を

取
り
入
れ
て
策
定
す
べ
き
で
あ

る
。

協会が「医療DX」を提言

①  リアルタイムに患者の医療情報が共有できること
②  EHR・PHRともに、医療以外に患者情報が利活

用されることがないよう万全のセキュリティ
を構築すること

③  医療情報は患者のものであり、自己情報コン
トロール権保障を法制化した上でその活用の
制度設計を行うこと

④  医療情報の一次利用は、診療の場での的確・
迅速な診断・治療を補助するものとすること

⑤  医療情報の二次利用は、医学研究・学会活動・
創薬・治験等に限定すること

⑥  システム導入にかかる必要経費は全額国費で
負担すること

⑦  インフラ整備ができない医療機関への人的サ
ポートの仕組みをつくること

医
療
情
報
の
利
活
用 

目
的
化
せ
ず

患
者
視
点
の
情
報
共
有 

構
築
を

新興感染症対応のためコロナ総括を
機能分化より体制強化が必要

予防計画パブリックコメント 府へ

協会が求める医療情報共有の仕組み
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主な内容

協会サイト：https://healthnet.jp（会員専用ログイン ID：kyohoi  パスワード：soud@nsiyou!）　　アミスサイト：https://amis.kyoto

◦医師賠償責任保険
◦�休業補償制度�
（所得補償、傷害疾病保険）
◦�針刺し事故等補償プラン
◦�自動車保険・火災保険

TEL 075-212-0303

ご用命は

アミスアミス まで

「
思
い
描
く
開
業
像
の
実
践
は
」

開
業
講
習
会�

（
２
面
）

地
区
と
の
懇
談（
乙
訓
）�

（
２
面
）

能
登
半
島
地
震
救
援
募
金�

（
３
面
）



　
協
会
は
乙
訓
医
師
会
と
の
懇

談
会
を
12
月
18
日
に
ウ
ェ
ブ
で

開
催
し
、
地
区
か
ら
18
人
、
協

会
か
ら
5
人
が
出
席
し
た
。
乙

訓
医
師
会
の
繁
本
俊
哉
理
事
の

司
会
で
進
行
。
下
尾
和
敏
会
長

か
ら
「
国
は
コ
ロ
ナ
禍
で
開
業

医
は
も
う
か
っ
て
い
る
と
し
て

診
療
報
酬
の
削
減
を
企
ん
で
い

る
。
多
く
の
会
員
が
患
者
の
た

め
に
命
を
削
る
よ
う
に
頑
張
っ

て
き
た
。
と
ん
で
も
な
い
屁
理

屈
だ
」
と
あ
い
さ
つ
が
あ
っ

た
。
鈴
木
理
事
長
の
あ
い
さ
つ

の
後
、「
社
会
保
障
制
度
を
め
ぐ

る
差
し
迫
っ
た
課
題
―
医
療
Ｄ

Ｘ
・
保
険
証
廃
止
・
第
8
次
医

療
計
画
等
を
中
心
に
―
」
に
つ

い
て
意
見
交
換
し
た
。

　
診
療
報
酬
改
定
の
議
論
が
進

む
中
、
国
は
診
療
報
酬
は
職
員

の
賃
上
げ
に
回
す
原
資
と
言
い

な
が
ら
、
病
院
の
医
師
や
コ
メ

デ
ィ
カ
ル
の
賃
上
げ
を
想
定

し
、
診
療
所
に
は
厳
し
い
も
の

に
な
る
と
予
想
さ
れ
る
。
2
0

2
4
年
は
第
8
次
医
療
計
画
や

働
き
方
改
革
が
始
ま
り
、
25
年

か
ら
新
し
い
地
域
医
療
構
想
の

下
に
医
療
提
供
体
制
の
改
変
が

行
わ
れ
る
。

　
こ
れ
に
対
し
地
区
か
ら
は

「
財
務
省
が
法
人
診
療
所
と
病

院
の
収
益
率
の
比
較
を
示
し
た

財
務
省
デ
ー
タ
は
経
営
実
態
と
乖
離

医
療
Ｄ
Ｘ
対
応
で
負
担
増

乙
訓
医
師
会
と
懇
談

12
月
18
日
　
ウ
ェ
ブ
会
議

で
の
医
療
者
の
必
死
な
働
き
が

評
価
さ
れ
ず
、
診
療
報
酬
を
削

減
、
そ
れ
も
基
本
部
分
を
下
げ

る
の
は
と
ん
で
も
な
い
」「
平

均
値
は
偏
差
値
と
違
い
、
非
常

に
収
入
の
高
い
医
療
機
関
が
集

ま
る
と
値
を
上
げ
て
し
ま
う
。

開
業
医
の
診
療
報
酬
が
高
い
と

い
う
の
は
恣
意
的
な
切
り
取
り

で
信
じ
が
た
い
」「
医
療
改
革

に
関
し
て
は
勉
強
し
な
け
れ
ば

は
必
要
な
機
器
や
通
信
環
境
も

含
め
て
支
援
を
お
願
い
し
た

い
。
補
助
金
で
一
部
負
担
軽
減

は
あ
る
が
、
保
守
な
ど
の
費
用

負
担
が
さ
ら
に
加
わ
り
憤
慨
し

て
い
る
」
と
の
意
見
も
出
さ
れ

た
。
協
会
は
「
医
療
Ｄ
Ｘ
や
Ｉ

Ｔ
化
は
国
の
政
策
そ
の
も
の

で
、
医
療
機
関
が
設
備
投
資
な

ど
を
負
担
す
べ
き
も
の
で
は
な

い
。
国
が
医
療
Ｄ
Ｘ
を
本
当
に

必
要
と
す
る
な
ら
ば
、
し
っ
か

り
予
算
を
付
け
る
よ
う
求
め
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
し
た
。

出
席
者
23
人
で
開
催
さ

れ
た
乙
訓
医
師
会
と
の

懇
談

　
協
会
は
新
規
開
業
を
考
え
て
い
る
勤
務
医
を
対
象
に

「
新
規
開
業
を
考
え
る
方
の
講
習
会
」
を
11
月
19
日
に
開

催
し
、
8
人
が
参
加
し
た
。

　
ひ
ろ
せ
税
理
士
法
人
認
定
登

録
医
業
経
営
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

の
常
田
幸
男
氏
よ
り
「
医
院
成

功
は
開
業
前
の
準
備
が
9
割
〜

『
院
長
』
に
な
る
前
に
知
っ
て

お
く
べ
き
こ
と
〜
」
を
テ
ー
マ

に
講
演
。
そ
の
後
、
の
ぶ
ま
さ

ク
リ
ニ
ッ
ク
院
長
の
髙
垣
伸
匡

氏
（
下
京
東
部
）
よ
り
開
業
時

の
経
験
な
ど
を
話
し
て
い
た
だ

い
た
。

ど
の
具
体
的
事
例
を
解
説
。
開

業
場
所
の
選
定
に
関
し
て
「
ど

の
エ
リ
ア
で
開
業
し
た
い
か
を

検
討
し
、
会
計
事
務
所
や
銀
行

な
ど
に
相
談
し
て
多
く
の
不
動

産
情
報
を
集
め
る
こ
と
が
重
要

だ
。
日
本
医
師
会
運
営
の
『
地

域
医
療
情
報
シ
ス
テ
ム
』
で
各

地
域
の
年
齢
層
別
の
将
来
人
口

推
計
や
現
状
の
医
療
供
給
体
制

を
調
べ
る
こ
と
が
で
き
、
開
業

地
選
定
の
参
考
に
な
る
」
と
ア

ド
バ
イ
ス
し
た
。
医
療
機
器
に

関
し
て
は
「
コ
ロ
ナ
禍
以
降
、

予
約
シ
ス
テ
ム
や
自
動
精
算
機

の
導
入
が
多
く
な
り
、
キ
ャ
ッ

シ
ュ
レ
ス
化
も
進
ん
で
い
る
」

と
最
近
の
傾
向
を
述
べ
た
。
開

業
後
の
課
題
と
し
て
「
経
営
が

軌
道
に
乗
る
ま
で
は
開
業
前
に

強
に
な
っ
た
」
と
振
り
返
っ

た
。
診
療
報
酬
や
レ
セ
プ
ト
作

成
は
「
診
療
内
容
に
よ
っ
て
、

算
定
で
き
る
点
数
が
決
ま
っ
て

く
る
。
事
務
職
員
と
綿
密
に
打

ち
合
わ
せ
す
る
こ
と
で
レ
セ
プ

ト
作
成
が
楽
に
な
る
。
経
験
豊

富
な
事
務
職
員
で
な
く
て
も
、

医
院
に
合
わ
せ
た
事
務
職
員
を

育
て
、
と
も
に
学
ん
で
い
く
こ

と
が
大
事
だ
」
と
ア
ド
バ
イ
ス

し
た
。
最
後
に
「
開
業
は
基
本

的
に
良
か
っ
た
と
感
じ
て
い

る
。
自
分
が
必
要
と
考
え
る
医

療
を
提
供
で
き
、
患
者
さ
ん
に

も
喜
ん
で
も
ら
え
る
。
世
に
貢

献
し
ま
し
ょ
う
」
と
述
べ
た
。

　
曽
我
部
理
事
か
ら
は
地
区
医

師
会
へ
の
入
会
手
続
き
と
会
員

医
師
の
経
営
と
生
活
を
サ
ポ
ー

ト
す
る
保
険
医
協
会
の
各
種
共

済
制
度
な
ど
を
説
明
。
参
加
者

か
ら
は
「
さ
ま
ざ
ま
な
視
点
か

ら
の
知
識
が
勉
強
に
な
っ
た
」

と
の
感
想
を
い
た
だ
い
た
。

　
次
回
の
講
習
会
は
、
5
月
19

日
（
日
）
に
開
催
予
定
。

が
、
ど
の
よ
う
な
根
拠
で
診
療

所
の
収
益
率
が
8
・
8
％
増
と

言
っ
て
い
る
の
か
。
コ
ロ
ナ
禍

な
ら
な
い
。
財
務
省
が

突
然
マ
イ
ナ
ス
改
定
と

言
い
、
蓋
を
開
け
る
と

少
し
だ
け
プ
ラ
ス
改
定

と
な
っ
て
も
、
我
々
は

踊
ら
さ
れ
て
は
い
け
な

い
。
し
っ
か
り
と
理
論

武
装
し
な
い
と
い
け
な

い
」
と
の
意
見
が
寄
せ

ら
れ
た
。
協
会
は
「
財

務
省
の
デ
ー
タ
サ
ン
プ

ル
は
多
い
が
、
診
療
所
の
45
％

程
度
に
す
ぎ
な
い
法
人
無
床
診

療
所
の
み
の
デ
ー
タ
で
、
個
人

診
療
所
の
デ
ー
タ
は
反
映
さ
れ

て
い
な
い
。
個
人
診
療
所
は
少

人
数
で
規
模
が
小
さ
い
。
そ
の

意
味
で
財
務
省
の
デ
ー
タ
は
か

な
り
バ
イ
ア
ス
が
か
か
っ
て
い

る
」
と
応
じ
た
。

　
さ
ら
に
地
区
か
ら
は
「
医
療

Ｄ
Ｘ
は
進
め
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
が
、
不
満
に
思
う
の
は
医
療

機
関
に
い
ろ
い
ろ
な
設
備
負
担

を
強
い
ら
れ
る
こ
と
だ
。
国
に

12
月
13
日
、「
京
都
市
の
コ

ロ
ナ
行
政
を
振
り
返
り
、
行
政

区
保
健
所
の
復
活
を
考
え
る
市

民
の
つ
ど
い
」
が
京
都
労
働
者

総
合
会
館
ラ
ボ
ー
ル
京
都
で
開

催
さ
れ
た
。
主
催
は
京
都
社
会

保
障
推
進
協
議
会
が
事
務
局
を

担
う
京
都
市
の
公
衆
衛
生
行
政

の
充
実
を
求
め
る
京
都
市
実
行

委
員
会
。
25
人
が
参
加
し
た
。

　
京
都
社
会
保
障
推
進
協
議
会

副
議
長
の
南
博
之
氏
の
司
会
で

進
行
。
は
じ
め
に
二
つ
の
基
調

報
告
が
あ
っ
た
。

　
ま
ず
「
コ
ロ
ナ
禍
で
問
わ
れ

た
京
都
市
の
公
衆
衛
生
行
政
」

と
し
て
保
険
医
協
会
の
中
村
事

務
局
次
長
が
報
告
し
た
。
2
0

1
0
年
の
行
政
区
保
健
所
全
廃

と
前
後
し
て
行
わ
れ
た
保
健
師

の
地
区
担
当
制
か
ら
業
務
担
当

制
へ
の
移
行
に
よ
り
、
市
の
公

衆
衛
生
機
能
が
決
定
的
に
後
退

し
た
局
面
で
コ
ロ
ナ
禍
に
見
舞

わ
れ
た
と
指
摘
。
感
染
症
対
策

で
は
保
健
所
が
感
染
者
を
医
療

に
つ
な
ぎ
、
命
を
守
る
拠
点
と

な
る
。
京
都
市
行
政
区
に
そ
の

拠
点
と
な
る
保
健
所
が
あ
れ

ば
、
今
回
の
コ
ロ
ナ
パ
ン
デ

ミ
ッ
ク
で
救
え
た
命
が
あ
っ
た

の
で
は
な
い
か
と
強
調
し
た
。

　
続
い
て
「
保
健
所
の
現
場
か

ら
考
え
る
市
の
感
染
対
策
」
と

し
て
、
保
健
師
で
京
都
市
職
員

労
働
組
合
民
生
支
部
の
井
上
淳

美
氏
が
報
告
し
た
。
保
健
師
は

担
当
す
る
地
区
で
あ
ら
ゆ
る
課

題
に
対
応
す
る
役
割
を
担
う

が
、
業
務
担
当
制
に
な
っ
て
各

制
度
の
隙
間
で
起
こ
る
問
題
に

対
応
で
き
な
く
な
っ
て
い
る
と

現
状
を
説
明
。
京
都
市
民
に
地

域
担
当
の
保
健
師
を
取
り
戻
そ

う
と
参
加
者
に
訴
え
た
。

　
講
演
で
は
「
市
民
の
権
利
と

し
て
の
公
衆
衛
生
の
確
立
へ
」

と
題
し
て
、
佛
教
大
学
教
授
の

岡
﨑
祐
司
氏
が
講
師
を
務
め

た
。
コ
ロ
ナ
禍
が
明
ら
か
に
し

た
「
再
生
テ
ー
マ
」
と
し
て

「
公
共
の
再
生
」「
命
と
暮
ら
し

を
守
る
こ
と
と
『
身
体
性
』
の

重
視
」「
公
共
を
担
う
職
員（
専

門
職
）
が
や
り
が
い
を
持
っ
て

地
域
に
根
ざ
し
、
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
に
関
わ
る
実
践
」
が
必
要

と
し
、
新
自
由
主
義
改
革
の
強

行
は
終
わ
り
に
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
強
調
し
た
。
公
共
性

と
は
総
合
性
で
あ
り
、
内
部
で

の
連
関
・
外
部
と
の
つ
な
が
り

を
持
っ
て
地
域
に
関
わ
る
の
が

自
治
体
職
員
の
仕
事
と
し
、
そ

の
上
で
市
民
が
党
派
的
な
政
治

の
捉
え
方
を
超
え
て
政
治
を
動

か
す
運
動
が
必
要
だ
と
指
摘
し

た
。

　
最
後
に
京
都
社
会
保
障
推
進

協
議
会
事
務
局
長
の
松
本
隆
浩

氏
が
「
市
内
全
て
の
行
政
区
に

保
健
所
の
設
置
を
求
め
る
要
請

書
」
の
取
組
み
を
提
起
し
、
24

年
1
月
ま
で
に
署
名
1
万
筆
を

集
め
よ
う
と
訴
え
た
。

思
い
描
く
開
業
像
の
実
践
は

準
備
と
工
夫
を
根
気
よ
く

勤
務
医
向
け
に
開
業
講
習
会

思
い
描
い
て
い
た
も
の

と
ギ
ャ
ッ
プ
が
生
じ

る
。
さ
ま
ざ
ま
な
工
夫

を
根
気
よ
く
継
続
す
る

こ
と
が
肝
要
だ
。
開
業

医
の
悩
み
は
尽
き
な
い

が
、
開
業
準
備
は
一
生

に
1
回
。
楽
し
ん
で
ほ

し
い
」
と
締
め
く
く
っ

た
。

　
先
輩
開
業
医
か
ら
の

ア
ド
バ
イ
ス
と
し
て
髙

垣
氏
は
「
開
業
前
に
知

人
の
医
院
を
見
学
さ
せ

て
も
ら
い
、
事
務
職
員

や
看
護
師
の
必
要
人
数

や
配
置
な
ど
非
常
に
勉

講
師
の
髙
垣
氏

講
師
の
岡
﨑
氏

開
業
地
の
選
定
や
コ
ロ
ナ
禍
後
の

傾
向
も
ア
ド
バ
イ
ス

　
常
田
氏
は
、
①
開
業
に
至
る

ま
で
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
と
ポ
イ

ン
ト
②
開
業
後
に
事
業
が
安
定

す
る
ま
で
の
課
題
や
工
夫
―
な

コロナ禍で注目された保健所の役割
命守るため地域に根ざした保健師を

　2024年度税制改正大
綱のポイント、インボイ
ス制度・電子取引保存義
務化の対応と問題点、そ
の他日常業務での税務に
ついて丁寧に解説。確定
申告や日々の業務にご活
用下さい。
1,500円（税・送料込）

確定申告の留意点を
お届けします（本紙付録）

　所得税等の確定申告受付期間は、２月16
日（金）～３月15日（金）です。留意点をお知
らせしますので、本紙付録をご参照下さい。
社会保障・税番号（マイナンバー）制度が導
入され、2016年分以降の確定申告書の提出
の際に、本人・配偶者・扶養家族のマイナン
バーの記載が必要になりましたが、申告書等
にマイナンバーの記載がない場合でも税務署
は「受理する」としています。

月刊保団連
保険医の経営と税務

2024年版

保健所の復活を考える市民のつどい

地区医師会との懇談会

左　京
２月17日（土）14時30分～16時
ウェスティン都ホテル京都

山　科
２月22日（木）14時～16時　ウェブ

相　楽
２月24日（土）16時30分～18時

ホテル日航奈良

福知山
２月29日（木）14時～16時　ウェブ

２月の開催予定
ご案内は別途お送りしています
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法
人
化
後
の
保
険
請
求
に
つ
い
て

命
と
暮
ら
し
守
る
地
域
づ
く
り

自
治
体
主
導
の
地
域
経
済
循
環
が
鍵

公開研究会 Ｑ
、
来
月
よ
り
医
療
機
関
を

法
人
化
す
る
。
法
人
化
後
に
返

戻
さ
れ
た
レ
セ
プ
ト
や
月
遅
れ

で
請
求
す
る
レ
セ
プ
ト
は
、
新

旧
ど
ち
ら
の
医
療
機
関
で
請
求

す
る
の
か
。

Ａ
、
法
人
化
後
で
あ
っ
て

も
、
法
人
化
前
の
診
療
年
月
に

か
か
る
請
求
分
は
法
人
化
前
の

医
療
機
関
名
・
医
療
機
関
コ
ー

ド
で
の
請
求
と
な
り
ま
す
。

よ
っ
て
、
3
月
1
日
か
ら
法
人

化
す
る
場
合
、
2
月
診
療
分
3

月
請
求
分
レ
セ
プ
ト
、
2
月
以

前
の
診
療
分
に
か
か
る
返
戻
レ

セ
プ
ト
や
月
遅
れ
レ
セ
プ
ト

　
Ａ
Ｌ
Ｓ
（
筋
萎
縮
性
側
索
硬
化

症
）
の
女
性
患
者
か
ら
頼
ま
れ
、

薬
物
を
投
与
し
て
殺
害
し
た
と
し

て
、
嘱
託
殺
人
罪
に
問
わ
れ
た
男

性
医
師
に
対
す
る
裁
判
員
裁
判
が

京
都
地
裁
で
進
ん
で
い
る
。

　「
本
人
が
望
む
な
ら
、
か
な
え

て
あ
げ
た
い
と
思
っ
た
」
と
、
被

告
人
の
医
師
は
公
判
で
述
べ
た
。

　
弁
護
側
は
「
死
を
望
む
女
性
に

生
き
る
こ
と
を
強
制
す
る
の
は
個

人
の
尊
重
を
定
め
た
憲
法
に
違
反

す
る
」
と
無
罪
主
張
し
て
い
る
。

　
全
身
の
筋
肉
が
動
か
せ
な
く

な
っ
た
苦
悩
は
、想
像
を
超
え
る
。

　
人
生
を
終
え
た
い
と
い
う
自
己

決
定
権
は
、
究
極
的
に
は
確
保
さ

れ
る
べ
き
か
も
し
れ
な
い
。

　
し
か
し
、
そ
う
い
う
状
態
で
も

価
値
を
見
出
し
て
生
き
続
け
て
い

る
Ａ
Ｌ
Ｓ
患
者
は
少
な
く
な
い
。

　
死
に
た
い
と
い
う
言
葉
は
、
つ

ら
さ
の
訴
え
だ
。
人
の
気
持
ち
は

揺
れ
動
き
、
周
囲
の
人
と
の
か
か

わ
り
か
ら
も
影
響
を
受
け
る
。
ま

ず
は
心
理
的
な
苦
悩
を
和
ら
げ
る

方
法
を
探
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
女
性
が
ど
ん
な
人
生
を
送
り
、

ど
う
い
う
経
過
を
た
ど
り
、
ど
ん

な
生
活
環
境
に
あ
る
の
か
。
Ｓ
Ｎ

Ｓ
で
知
り
合
っ
た
被
告
医
師
は
詳

し
く
把
握
し
て
い
な
か
っ
た
。

　
主
治
医
、
看
護
師
、
介
護
ヘ
ル

パ
ー
と
話
し
合
う
こ
と
も
、
ど
こ

か
の
倫
理
委
員
会
に
検
討
を
依
頼

す
る
こ
と
も
な
く
、
ひ
そ
か
に
殺

害
を
請
け
負
っ
て
実
行
し
た
。

　
死
に
た
い
と
言
う
か
ら
死
な
せ

て
あ
げ
た
、
と
い
う
の
は
、
プ
ロ

セ
ス
と
し
て
あ
ま
り
に
も
安
直
。

見
返
り
に
金
銭
も
得
て
お
り
、
医

療
従
事
者
の
多
く
は
「
あ
り
え
な

い
」
と
感
じ
て
い
る
だ
ろ
う
。

　
信
念
と
い
う
よ
り
、
医
師
の
資

格
を
隠
れ
み
の
に
、
人
を
殺
し
て

み
た
い
と
い
う
欲
望
を
満
た
し
た

の
か
。
で
あ
れ
ば
傲
慢
だ
。

　
す
で
に
共
犯
と
さ
れ
た
男
性
医

師
に
は
有
罪
判
決
が
出
て
お
り
、

無
罪
主
張
が
通
る
こ
と
は
予
想
し

に
く
い
が
、
裁
判
の
行
方
と
は
別

に
、
気
に
な
る
こ
と
が
あ
る
。

　
病
院
の
現
場
の
空
気
が
、
被
告

医
師
の
考
え
方
と
本
当
に
対
極
に

あ
る
の
か
、
と
い
う
点
で
あ
る
。

　
終
末
期
医
療
へ
の
ス
タ
ン
ス
は

昔
と
大
き
く
変
わ
っ
た
。
回
復
の

見
込
め
な
い
患
者
に
は
、
な
る
べ

く
医
療
を
控
え
る
ほ
う
が
倫
理
的

に
望
ま
し
い
と
考
え
る
ス
タ
ッ
フ

が
看
護
職
員
を
中
心
に
増
え
た
。

　
と
く
に
問
題
が
多
い
の
は
、
Ｄ

Ｎ
Ａ
Ｒ
（
蘇
生
不
要
指
示
）
の
扱

い
だ
。
Ｄ
Ｎ
Ａ
Ｒ
指
示
の
出
て
い

る
患
者
と
い
う
だ
け
で
、
あ
ら
ゆ

る
医
療
に
消
極
的
に
な
る
傾
向
が

少
な
か
ら
ず
見
ら
れ
る
。
Ｄ
Ｎ
Ａ

Ｒ
指
示
が
本
人
の
意
思
か
ど
う
か

も
あ
い
ま
い
だ
っ
た
り
す
る
。

　
ひ
と
く
ち
に
医
療
行
為
を
控
え

る
と
言
っ
て
も
、
具
体
的
に
は
4

種
類
ほ
ど
に
分
け
ら
れ
る
。

　
①
回
復
を
目
指
す
積
極
治
療
を

し
な
い
②
生
存
期
間
を
延
ば
す
医

療
の
不
開
始
③
生
命
維
持
の
医
療

の
打
ち
切
り
④
病
状
の
悪
化
で
心

肺
停
止
し
た
時
に
心
肺
蘇
生
術

（
Ｃ
Ｐ
Ｒ
）
を
し
な
い

　
Ｄ
Ｎ
Ａ
Ｒ
と
は
、
④
だ
け
を
指

す
の
だ
が
、
②
③
の
医
療
も
控
え

る
べ
き
だ
と
考
え
、
も
と
の
病
気

以
外
の
要
因
で
心
肺
停
止
し
た
時

で
も
蘇
生
努
力
は
不
要
と
解
釈
す

る
ス
タ
ッ
フ
が
少
な
く
な
い
。

　
粗
雑
な
と
ら
え
方
が
現
場
に
多

す
ぎ
る
た
め
、
Ｄ
Ｎ
Ａ
Ｒ
と
い
う

用
語
を
や
め
て「
Ｎ
ｏ-

Ｃ
Ｐ
Ｒ
」

に
代
え
る
べ
き
だ
と
提
唱
し
て
い

る
医
師
も
い
る
（
箕
岡
真
子
『
蘇

生
不
要
指
示
の
ゆ
く
え
』）。

　
救
命
を
望
ん
で
い
な
い
人
だ
か

ら
、
さ
っ
さ
と
死
な
せ
て
あ
げ
よ

う
と
考
え
る
な
ら
、
被
告
医
師
の

ベ
ク
ト
ル
と
似
て
い
な
い
か
。

　
人
の
命
に
関
す
る
こ
と
は
、
み

ん
な
で
深
く
悩
む
ほ
う
が
い
い
。

死
な
せ
て
あ
げ
た
ら
、
よ
い
の
か
？

金
融
共
済
委
員
会

（
1
／
24
）の
開
催
状
況

　
各
地
区
か
ら
選
出
の
委
員
に

よ
り
、
共
済
制
度
の
健
全
・
安

定
運
営
を
行
っ
て
い
ま
す
。

①
休
補
運
営
分
科
会

　
給
付
審
査
6
件
、
加
入
審
査

1
件
を
審
査
し
可
決
し
ま
し

た
。

②
融
資
諮
問
分
科
会

　
今
回
は
案
件
な
し
。

　
岡
田
氏
は
、
コ
ロ
ナ
禍
以

降
、
ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ

ナ
侵
攻
や
中
東
戦
争
の
再
開
で

地
球
規
模
で
命
の
危
機
に
さ
ら

さ
れ
、
世
界
は
激
動
の
時
代
に

入
っ
て
い
る
と
説
明
し
た
。
こ

れ
ら
を
背
景
に
日
本
で
は
岸
田

政
権
が
誕
生
し
た
。
岸
田
政
権

が
掲
げ
る
「
新
し
い
資
本
主

義
」
は
新
自
由
主
義
・
ア
ベ
ノ

ミ
ク
ス
を
批
判
し
た
総
裁
選
挙

当
時
か
ら
、
政
権
発
足
以
降
は

定
義
も
中
身
も
度
々
変
わ
っ
て

い
る
と
指
摘
。
む
し
ろ
今
は
新

自
由
主
義
の
考
え
方
が
生
ん
だ

弊
害
は
認
め
る
も
の
の
、
新
自

由
主
義
そ
の
も
の
は
批
判
せ

ず
、
経
済
再
生
を
打
ち
出
し
た

成
長
戦
略
を
強
調
し
て
い
る
。

さ
ら
に
経
済
安
全
保
障
政
策
を

加
速
さ
せ
、
巨
額
の
国
費
を
投

じ
た
半
導
体
工
場
の
誘
致
の
一

方
で
、
学
術
・
研
究
機
関
へ
の

支
配
介
入
を
強
め
る
な
ど
の
動

き
に
警
鐘
を
鳴
ら
し
た
。

　
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
は
株
価
や
大

企
業
の
純
利
益
・
内
部
留
保
を

増
加
さ
せ
た
が
、
国
民
の
賃
金

に
還
元
さ
れ
ず
、
円
安
・
物
価

高
で
実
質
賃
金
は
マ
イ
ナ
ス
に

　
福
祉
国
家
構
想
研
究
会
は
12
月
2
日
に
公
開
研
究
会
「
岸
田
政
権
の
『
新
し
い
資
本
主

義
』
を
ど
う
み
る
か
―
社
会
保
障
、
少
子
化
対
策
の
動
向
に
も
踏
み
込
ん
で
―
」
を
全
労

連
会
館
ホ
ー
ル
（
東
京
）
で
開
催
し
た
。
京
都
橘
大
学
教
授
の
岡
田
知
弘
氏
が
「『
新
し

い
資
本
主
義
』
論
と
経
済
安
保
体
制
の
危
険
性
―
岐
路
に
立
つ
世
界
・
日
本
・
地
域
―
」、

佛
教
大
学
客
員
教
授
の
横
山
壽
一
氏
が
「
岸
田
政
権
の
社
会
保
障
政
策
」、
名
城
大
学
准

教
授
の
蓑
輪
明
子
氏
が
「
異
次
元
少
子
化
対
策
の
何
が
問
題
か
」
を
講
演
し
た
。

な
っ
て
い
る
と
評
価
。
中
小
企

業
の
社
会
保
険
料
の
負
担
軽

減
、
消
費
税
の
引
き
下
げ
と
法

人
税
の
累
進
課
税
の
強
化
な

ど
、
税
と
社
会
保
障
の
仕
組
み

そ
の
も
の
の
改
革
が
必
要
と
説

い
た
。

　
コ
ロ
ナ
禍
で
は
感
染
初
期
に

徹
底
し
た
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
を
実
施

し
た
和
歌
山
県
を
は
じ
め
、
医

療
機
関
へ
の
支
援
策
や
中
小
・

小
規
模
企
業
へ
の
休
業
補
償
の

実
施
な
ど
、
自
治
体
独
自
の
取

組
み
の
広
が
り
な
ど
、
地
域
社

会
に
新
た
な
展
望
が
見
ら
れ
た

と
紹
介
。
今
必
要
な
こ
と
は
足

元
の
地
域
に
視
点
を
置
い
た
内

※送金手数料はご負担下さい。
※ 本募金は寄付金控除の対象となりませんが、会員の皆さまは「募金特別会費」として
税務上の必要経費にできます。本募金の領収書を希望される場合は保団連ホームペー
ジから領収書発行申請をお願いします。
■ ゆうちょ口座間
郵便払込番号　
00160-0-140346
加入者名　　　
全国保険医団体連合会

■ 他銀行間
銀 行 名　ゆうちょ銀行（9900）
店　　名　〇一九店（019）
種　　別　当座　口座番号　0140346
口 座 名　 ゼンコクホケンイダンタイレンゴウカイ

　振込用紙を本紙に同封しましたので、ご協力をお願いいたします。お寄せいただいた
募金は日本赤十字社「日赤令和６年能登半島地震災害義援金」に送金し、全額被災地域
に寄付いたします。
※ 専用の振込用紙がなくても京都銀行からの振込みの場合、手数料は無料です。京都銀
行以外からの振込みの場合は手数料をご負担いただくことになります。
※ 本募金は寄付金控除の対象となり、振込票の控え等とこの記事を保存して下さい。詳
しくは顧問税理士にお尋ね下さい。

2024年能登半島地震の復興へ
救援募金にご協力下さい

■振込先口座　京都銀行　本店　普通預金 5337117
■口座名義　　 京都府保険医協会 能登半島地震救援募金　理事長鈴木卓
（キョウトフホケンイキョウカイノトハントウジシンキュウエンボキン　リジチョウスズキタカシ）

－協会・医会・保団連107,000会員の力を災害地域に－
集まった募金は被災会員のお見舞に

全国保険医団体
連合会

京都府保険医協会

は
、
法
人
化
前
の
医
療
機
関
で

の
請
求
と
な
り
ま
す
。

A

B

C

D

保険講習会
4 月18日（木）
14時～16時
①保険基礎知識②審査
の仕組み・基礎知識
3 月27日（水）
14時～16時
①医療法立入検査対策
②新規個別指導対策
6 月開催予定
14時～16時
 在宅医療点数の基礎知
識―在宅医療を始める
前に― ＋個別相談会
4 月25日（木）
14時～16時
①診療所で起きる医事
紛争初期対応②労災補
償保険、自賠責保険の
基礎知識

スタッフ研修
にご活用を

場所 京都府保険医協会
ルームＡまたはウェブ
（Zoom）

参加費 無料（要申込）
お申込はこちらから

部
循
環
経
済
を
確
立
す
る
こ
と

と
し
、
中
小
企
業
・
地
域
経
済

振
興
基
本
条
例
を
活
用
し
た
自

治
体
主
導
の
地
域
づ
く
り
の
重

要
性
を
強
調
し
た
。

　
横
山
氏
は
、
岸
田
政
権
の
社

会
保
障
政
策
は
経
済
の
成
長
手

段
に
位
置
付
け
ら
れ
て
い
る
点

を
特
徴
に
挙
げ
た
。
分
配
・
生

活
不
安
の
解
消
・
看
護
や
介
護

労
働
の
処
遇
改
善
・
少
子
化
対

策
は
あ
く
ま
で
経
済
成
長
の
阻

害
要
因
で
あ
る
た
め
に
除
外
が

必
要
と
い
う
考
え
方
で
あ
る
。

社
会
保
障
の
課
題
を
官
民
連
携

に
よ
る
新
た
な
市
場
化
で
解
決

し
て
い
く
動
き
は
警
戒
す
べ
き

と
し
た
。
国
民
は
岸
田
政
権
の

社
会
保
障
政
策
の
矛
盾
を
見
抜

い
て
お
り
、
全
て
の
国
民
が
無

条
件
に
生
活
保
障
さ
れ
る
社
会

の
仕
組
み
が
必
要
と
し
た
。

　
蓑
輪
氏
は
、
近
年
共
働
き
が

増
加
し
、
家
族
形
成
や
妻
の
所

得
状
況
で
格
差
が
広
が
っ
て
い

る
と
説
明
し
た
。
専
業
主
婦
世

帯
は
余
裕
の
あ
る
家
族
ば
か
り

で
は
な
く
、
子
あ
る
い
は
妻
自

身
の
病
気
や
障
害
な
ど
の
事
情

を
抱
え
る
ケ
ー
ス
も
少
な
く
な

い
と
指
摘
。
岸
田
政
権
の
異
次

元
の
子
育
て
支
援
政
策
の
「
児

童
手
当
の
拡
充
」「
高
等
教
育

費
の
負
担
軽
減
」
は
共
働
き
の

高
所
得
者
世
帯
が
タ
ー
ゲ
ッ
ト

で
、低
賃
金
正
規
労
働
者・非
正

規
労
働
者
・
一
人
親
世
帯
な
ど

の
貧
困
層
が
置
き
去
り
に
さ
れ

て
い
る
こ
と
が
問
題
と
し
た
。

少
子
化
対
策
に
必
要
な
こ
と

は
、
一
人
で
も
暮
ら
せ
る
生
活

保
障
シ
ス
テ
ム
と
財
源
を
生
み

出
す
経
済
づ
く
り
だ
と
し
た
。

　
当
日
の
模
様
は
研
究
会
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
配
信
中
。https://

www.shin-fukushikokka.org/site/
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5
月
の
大
歩
危
峡
に
舞
う
鯉
の

ぼ
り
。〝
ア
ン
パ
ン
マ
ン
南
風
〞

で
来
て
、
1
8
5
系
特
急
型
気
動

車
を
改
造
し
た
観
光
列
車
「
四
国

ま
ん
な
か
千
年
も
の
が
た
り
」
に

乗
り
込
み
、
香
川
県
多
度
津
ま
で

の
四
国
横
断
で
す
（
し
あ
わ
せ
の

郷
紀
行
）。
1
号
車
は
緑
が
基
調

の
春は

る
あ
か
り萌の
章
。
2
号
車
は
徳
島
名

産
の
藍
染
め
の
藍
が
基
調
の
冬

ふ
ゆ
す
が
し清

の
章
。
3
号
車
は
色
づ
く
紅
葉
と

果
実
を
彷
彿
す
る
橙
色
が
基
調
の

秋あ
き
み
の
り
彩
の
章
（
写
真
1
）。
和
空
間

の
地
元
食
材
の
料
理
と
、
自
然
、

里
山
、
渓
谷
美
を
楽
し
む
「
お
と

な
の
遊
山
」
列
車
で
す
。

　
大
歩
危
、
小
歩
危
の
峡
谷
美
を

楽
し
ん
だ
後
は
、〝
日
本
一
の
狸

ミ
ッ
ク
な
名
物
鉄
景
を
楽
し
み
ま

す
。
池
田
盆
地
の
壮
大
な
光
景
を

左
に
観
な
が
ら
列
車
は
ゆ
っ
く
り

登
坂
し
、
猪
鼻
峠
を
越
え
た
坪
尻

駅
で
小
休
止
。
25
パ
ー
ミ
ル
の
急

坂
の
途
中
に
あ
る
ス
イ
ッ
チ
バ
ッ

の
里
〞
阿
波
川
口
駅
に
降
り
て
地

元
と
交
流
し
ま
す
。
続
い
て
長
い

ク
の
秘
境
駅
で
降
り
て
マ
ニ
ア
ッ

ク
な
一
刻
を
過
ご
せ
ま
す
（
写
真

2
）。

　
発
車
後
に
列
車
は
深
い
山
中
で

停
ま
り
、
運
転
士
は
最
後
尾
の
運

転
室
ま
で
車
内
を
歩
い
て
移
動
、

四
国
ま
ん
な
か
千
年
も
の
が
た
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
国
の
真
ん
中
を
横
切
り
ま
ん
ね
ん
（
J
R
四
国
）

た
（
写
真
3
）。

　
緑
、
藍
、
橙
の
列
車
で
、
緑

（
森
）、
藍
（
川
）、
青
（
空
）
の

車
窓
を
楽
し
む
風
雅
。
徳
島
の
地

元
食
材
満
載
の
和
の
三
段
重
箱

「
お
と
な
の
遊
山
箱
」
の
風
情
。

粋
な
旅
が
た
ま
ら
な
い
。

　
今
回
の
推
し
地
酒
。
悦
凱
陣

純
米
大
吟
醸
燕
石
（
琴
平
、
香

川
）、
三
芳
菊
純
米
吟
醸
白
ぶ

ど
う
（
阿
波
池
田
、
徳
島
）

　（
四
国
ま
ん
な
か
千
年
も
の
が

た
り
　
2
0
1
9
年
5
月
乗
）

列
車
は
反
対
方

向
に
動
き
ま

す
。
こ
の
ス

イ
ッ
チ
バ
ッ
ク

と
前
方
展
望
が

乗
り
鉄
の
悦

び
。
そ
の
先
、

土
讃
線
最
長
の

猪
ノ
鼻
ト
ン
ネ

ル
を
抜
け
る
と

香
川
県
。
讃
岐
財
田
駅
の
樹
齢
7

0
0
年
超
の
タ
ブ
ノ
キ
が
眩
い
。

続
い
て
穏
や
か
な
讃
岐
平
野
の
田

園
の
中
を
進
め
ば
次
は
琴
平
駅
。

こ
ん
ぴ
ら
さ
ん
（
金
刀
毘
羅
宮
）

の
玄
関
の
名
物
驛
舎
（
文
化
財
）

を
散
策
し
ま
す
。
そ
の
先
は
、
明

る
い
瀬
戸
内
の
青
空
と
緑
の
田
圃

の
間
を
進
み
、
弘
法
大
師
空
海
の

生
誕
の
地
・
善
通
寺
駅
。
平
野
に

盛
り
上
が
る
五
岳
山
や
飯
野
山
を

眺
め
る
う
ち
に
、
讃
岐
鉄
道
発
祥

の
地
、
多
度
津
駅
に
到
着
し
ま
し

ト
ン
ネ
ル
を
抜
け
る
と
阿
波
池
田

の
（
山
か
ら
盆
地
に
出
て
広
が

る
）
青
空
に
感
動
。
雄
大
な
Ω

カ
ー
ブ
と
吉
野
川
橋
梁
の
ダ
イ
ナ

泉
谷
守
氏（
享
年
82
、
右
京
）

2
0
2
3
年
12
月
6
日
ご
逝
去
。

田
村
滋
氏（
享
年
79
、
左
京
）

2
0
2
3
年
12
月
15
日
ご
逝
去
。

　
謹
ん
で
哀
悼
の
意
を
表
し
ま

す
。

訃
　
報

日　時 ３ 月16日（土） 14時～16時
講　師 埼玉県立精神医療センター副病院長　成瀬 暢也 氏

〈講師コメント〉　一般医療現場では、情動不安定・攻撃的・被害的・自傷など、精神
疾患が疑われる患者に対応せざるを得ないことがあります。そのような患者に適切に
対応するためには正確なアセスメントが不可欠です。対応に苦慮する患者の背景に何
があり、どう対応すればいいか、日常的に見られる具体的事例を基に皆さんと考えます。

対　象 会員・従事者
形　式  Zoomウェビナー

※ 会場（保険医協会会議室）参加ご希望の方は
電話でお申込み下さい。☎075-212-8877

 ※申込締切：３月12日（火）
〈参加証について〉
　ご希望の方には、アクセス記録を確認した上で参加証をお送りします。本講習会は
医療法に定められた「医療安全管理のための職員研修」（無床診療所対象）に該当します。

精神疾患が疑われ対応に苦慮する患者とどうかかわるか

　実際の医師賠償責任保険の運用や医療事故発生か
ら解決に至る流れをはじめ、特に勤務医の皆さまに
気を付けていただきたい「前医批判」「採血にまつわ
るトラブル」について事例を参考に解説します。

日　時   ２ 月21日（水） 17時30分～18時30分
内　容  〈第１部〉勤務医に役立つ保険医協会の共済制度（保険）
  　　  京都府保険医協会理事 曽我部 俊介氏
 〈第２部〉勤務医の先生気を付けて下さい！

～知らない間に医事紛争拡大のきっかけを作ってますよ！～
　 京都府保険医協会医療事故案件調査委員
   名倉 良一氏

2023年度 第２回医療安全講習会

第11回勤務医のための講習会

詳細・お申込は
こちらから

お申込は
こちらから

参加費
無料

ウェブ開催
参加費 無料

※ 本講習会は保険医協会の
会員でない勤務医の方も
ご参加いただけます。

『点数表改定のポイント』説明会
2024年度診療報酬改定　新点数検討会

24年度診療報酬改定の新点数や変更点を分かりやすく解説します。

1 京都市会場

日　時 ３ 月24日（日） 10時 ～ 12時30分 ： 入院
    　  14時 ～ 16時30分 ： 入院外
形　式  ハイブリッド形式（ Zoomウェビナー・会場）

 会場：テルサホール（京都テルサ内）
 　　　（京都市南区東九条下殿田町70　☎075-692-3400）

2 福知山市会場

日　時 ３ 月30日（土） 14時 ～ 16時30分
会　場  福知山医師会館講堂（福知山市字天田35-1　☎0773-23-6039）
共　催　 （一社）福知山医師会

資料 『点数表改定のポイント』
※ 事前に全会員宛に送付します。会場で聴講される方は必ずご持参下さい。
説明会当日も販売します（１冊 5,000円・税込・送料別）。

京都市会場の
Zoomウェビナー
参加のお申込は
こちらから

※雨の状況によっては温室等での植物鑑賞となりますので
　ご了承下さい。

　春爛漫の京都府立植物園を訪ねます。この時期は、園内のあち
こちで数々の品種の桜が咲き誇っています。春に咲く花々もあわ
せて、ガイドさんの案内で鑑賞、午後のひとときを過ごします。

参加費

集合 京都府立植物園　北山門前
（地下鉄北山駅３番出口すぐ）323土

文 化
ハイキング

1,000円
（入園料含む、当日徴収）

定員 10人（先着順・要申込）

村上  匡孝（綴喜）

乗り鉄ドクの

vol.13

写真 1

写真 3

写真 2

お子様の育英費用、ケガ・病気、
自転車事故の備えに

●●団体割引 団体割引 2020％％
●●期間途中での加入も可能期間途中での加入も可能
●●保険期間は 保険期間は 44 月  月 11 日より  日より 11 年間 年間

学生・こども総合保険

詳しくは、本紙に同封の
パンフレットをご覧下さい。

14：30～15：30頃
（雨天決行）

植物園で桜を学ぶ植物園で桜を学ぶ
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